
























































































































































































































































































































2 3 4 5 6 7
お　わ　り　に
　骨粗嘉症の診断は，実際に骨折をおこす危険性
をもつ骨，あるいは腰椎や他の骨の骨量測定に
よって行うことができる．しかし骨折の危険性を
自覚していない無症状ないしは潜在的骨粗髭症患
者も多いと推測される．我々歯科領域の日常臨床
では，しばしぼ歯牙の喪失や過度の歯槽骨の吸収，
X線画像における海綿骨や皮質骨の変化等に遭遇
Age（dec8de）
図4：女性の下顎骨下縁皮質骨厚（MCW）と保有歯数
　　　との関係（第3大臼歯を除く），
　　　少数歯牙残存郡（0～14本）では，MCWは，
　　40歳代から60歳代にかけて著明な減少を示す．
　　　とくに60歳代では，多数歯牙残存群（15～28本）
　　　に比べ，有意に低い．
6 和田　骨粗髪症の診断への顎口腔領域からのアプローチ
する．これがその患者の骨粗髭症としての徴候
（オーラルサイン）か否かは，直接，下顎骨の骨
量測定やX線画像および臨床所見等の定性的評価
によって診断が可能になったといえる．とくに最
も汎用されているパノラマX線写真における下顎
皮質骨の変化は極めて本症の診断には有効であ
り，潜在的骨粗髪症患者を含め，専門施設への受
診を助言することができる．このことは，さらに
歯科医による骨粗嘉症の早期発見にもつながり，
本症の早期診断と治療・管理へ大きく貢献するこ
とになろう．
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